
１）テキストの図２．３から表板と心材のつりあい式 
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２）曲げモーメントのつりあい式 

   ffmcf ttmmM ⋅⋅−+= σ2   を xで微分すると、（ただし、 0=cm ） 

  ffmf ttdxddxdmdxdM ⋅⋅−= )/()/(2/ σ  に  

式(2.8)の FdxdM =/ を代入し、さらに xで微分すると 
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   02

2

4

4 22 p
dx
du

tdx
wdtG

dx
wdD ccf =⎥

⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−⋅−⎟⎟

⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
       （2.14） 



 

結局、式(2.1３)と(2.14)のuとwに関する連立微分方程式を解けばよいが、両式でwを
消去してuだけの微分方程式にする。式(2.13)から 
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となる。ここで、 ⎟
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式(2.１５)の微分方程式の解は、次式で与えられる。 
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３）uの決定法 
未定係数の 1c ～ 5c はサンドイッチはりの両端の境界条件を考慮して決定すれば、uが
求まる。 

 

４）wの決定法 
式(2.16)のuの未定係数の 1c ～ 5c を決定した後で、そのuと２回 xで微分した値を式
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の式が求まる。積分によって未定係数が１つ現れるが、wの境界条件でこれも決定され
る。 

 


